
抄 録 (ABSTRACT)

増田 稔,満久崇暦 :直交異方性合板偏平シェルの

力学特性,材料,20,1213(1971).

直交異方性合板偏平シェルの理論的解析は,弾性

主軸と座標軸が一致している場合を除くと,一般に

数学的に厳密に解 くことは非常に困難である｡そこ

で FiniteDifferenceMethodの検討および改良と

大型電算機の利用によりこれを近似的に解 くことを

試み,非常に精度のよい解を得ることに成功した｡

本報では,この解析方法の概要とその解析結果を通

して,直交異方性合板偏平シェルの特徴を紹介する

とともに,合板偏平円筒シェル模型実験による解析

結果の検討についても述べた｡すなわち,(1)実験

における単純 (ローラー)支持は理論と少し異った

条件となることもあるが,上記の数値解析を用いて

合板偏平シェルの挙動を充分予測出来ることを確め

た｡(2)ローラー支持条件において,円筒シェル,

EllipticParabolidalシェルは HyperbolicParabO-

loidalシェルよりたわみにくく,少しライズをもた

せることによりシェル効果が急激に現われ,剛性が

高くなる｡(3)弾性定数の異方度による影響は,辛

行積層のような極端な場合においてのみ頗著に現わ

れる｡特に平行積層シェルは (素材無積層シェルも

含め),直交積層シェルに比較しては るかに低い荷

重で破壊にいたる｡(4)直交 Ooシ′ェルと直交 450

シェル (繊維方向が edgeに対して 450傾いた直交

積層シェル)を比較すれば,後者の方が有利である｡

しかし edgeでの変位拘束が弱いと両者はほぼ同程

度となってしまうので,線条をつけることを検討す

る必要がある｡ (木質材料部門)

M.MASUDAand T.MAKU :Studieson the

MechanicalCharacteristicsoftheOrthotro･

piePlywoodShallowShells(Ⅰ)

-NumericalAnalysis-,WoodResearch,No.

52,44(1972).

増田 稔,蒲久崇暦 :直交異方性合板偏平シェルの

力学的特性に関する研究 (Ⅰ)一数値解析一

直交異方性合板偏平シェルの基礎式の誘導を行な

うとともに,その係数の求め方について検討し,証

明を与えた｡すなわち,釣合条件式の係数 Di再 ま

シェルと同一構成で作られた合板 stripの り曲げ日

の弾性定数を用いて求めることができ,また適合条

件式の係数 BiJ‖ま"引張圧縮Hの弾性定数から求

めることができる｡弾性主軸 (繊維方向)が座標軸

(edge)に対して傾いている場合には, 同一構成合

板 stripの主軸方向の曲げおよび引張圧縮の弾性定

数に対して,単板の場合と同様の座標変換式を用い

ることができることを証明した｡このようにして求

めた係数には接着剤や圧縮による影響が含まれてい

るため,単板の弾性定数を用いて求めた場合よりは

るかにすぐれた定数が得られる｡

基礎方程式の解析においては,数学的に厳密な解

析が困難なため,FiniteDiffrenceMethodの適用

を検討し, 異方体独特の techniqueを工夫して非

常に精度のよい解を得ることに成功した｡さらに,

この数値解析法を用い,単純 (ローラー)支持条件

における直交異方性合板偏平シェルの力学特性を明

らかにし,それを表 (4枚)および図 (24枚)に示

した｡すなわち, 1)シェルの形状 (円筒,H･P･,

E･P･)による影響,2)曲率 (もしくはライズ)に

よる影響,3)辺長比による影響,4)弾性定数の異

方度による影響,5)弾性主軸 (繊維方向)とedge

のなす角度による影響 および 6)等分布荷重およ

び集中荷重による違い,について,たわみ分布,曲

げモーメント分布および膜応力分布への影響を通し

て明らかにした｡ (木質材料部門)

C.NAM,T.KosHIJIMA,E.MURAKIandT.MAKU:

GraftCopolymerizationofMethylMethacry-

1ate onto Lignosulfonate by H202-Fe (II)

RedoxSystem･1･Preparation and Charac-

terizationoftheGraftCopolymer,Journal

ofPolymerScience,PartA-1,9,855(1971).

南 正院,遇島哲夫,村木永之介,満久崇暦 :リグ

ノスルホン酸塩とメタクリル酸メチルのレ ド･･/クス

開始グラフ ト共重合 1,グラフ トポリマーの調製と

キャラクタリゼーション
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リグノスルホン酸バリウムとメタクリル酸メチル

のグラフト重合を検討し,重合開始法として H202-

FeS04によるレドックス重合が極めて有効である

ことを見出した.生成するグラフトポリマーの収量,

性質およびグラフト重合反応速度は,開始剤濃度,

H202/FeS04や幹ポリマーであるリグノスルホン酸

塩の濃度に強く規制された｡また,このレドックス

重合開始法 (H2021FeSO4)を用いるはあい1)グノス

ルホン酸の存在がビニルモノマーいっぽん (MMA

のほか酢酸ビニル,アクリルアミドなど)の重合を

促進することを見出した｡そしてその重合促進効果

は,リグノスルホン酸が H202-FeSO4レドックス系

中で生成する Fe3十を Fe2十に還元する還元剤とし

て関与していることに由来すると推定した｡

(木質材料部門)

Sl･IsHIHARA and TIMAKU :FireProo点ng

PropertiesofWoodandFilterPapertreated

withCationicMelamine-FormaldehydeCon･

derLSation Products･ -EffectofInorganic

Acidson the FireProo五ng E瓜ciencies-,

WoodResearch,No.52,72(1972).

石原茂久,蒲久崇暦 :カチオン型メラミン･ホルム

アルデヒ ド縮合物による木材および折紙の防火性能.

-防火性能におよほす無機酸の影響-

メチロールメラミンと酸によって得られるカチオ

ン型初期縮合物で処理したヒノキスライスドベニヤ

および折紙の防火性能におよばす種々の無機酸の影

響を検討した｡防火性能は酸の種類により著しく異

なり,一般にリ./酸,臭化水素酸,スルファミン酸,

硫酸の防火性能は良好であるのに対し塩酸,ホウ酸

のそれは良好ではなかった｡前者で処理したヒノキ

スライスドベニヤおよび折紙は10-15%の添加で十

分な防火性能を示した｡ またメラミン/酸のモル比

の低下により防火に必要な最小添加樹脂率は減少す

ることを知った｡さらに対応するアンモニウム塩の

防火性能も併せて検討した｡ (木質材料部門)

蒲久崇暦 :矩形合板の曲げ,材料,20,218(1971).

直交其方矩形合板の曲げ問題は,かなり古くから

研究されているが,関与する弾性定数が多く,厳密

解はもちろん近似解もある特定の場合以外求められ

ていなかったが,最近電子計算機の発達によって,

あらゆる場合の近似解が高い精度で求めうるように

なった｡本文は各国の矩形合板の曲げの理論的研究

の概要を紹介したものである｡ (木質材料部門)

M.NoRIMOTOandT.YAMADA･.TheI)ielectric

PropertiesofWood V,On the Dielectric

AnisotropyofWood,WoodResearch,No･51,

12(1971).

則元 京,山田正 :木材の誘電特性Ⅴ,木材の誘電

異方性

本報文は絶乾木材の誘電異方性を木材の巨視的構

造および木材実質の分子構造と関連づけて論じてい

る｡誘電率に変位分極のみが寄与している非常に高

い周波数領域では,木材実質の誘電率の値は,繊維

方向と繊維に直角方向で等しい｡従って,木材の誘

電異方性は主として木材の巨視的構造に起因する｡

一方,変位分極と配向分極が誘電率に寄与する周波

数領域では,繊維方向における木材実質の誘電率の

値は繊維に直角方向のそれより常に高く,しかも,

誘電損率が極大となる周波数は両方向で異なる｡こ

の結果は,双極子の隣接した site-の遷移確率と

site間のエネルギー障壁の高さが両方向で異なるこ

とを示している｡従って,木材の誘電異方性は,木

材の巨視的構造のみならず分子構造にも依存する｡

(木材物理部門)

M.NoRIMOTOandT.YAMADA:TheDielectric

PropertiesofWood VI,Onthe Dielectric

PropertiesoftheChemicalConstituentsof

WoodandtheDielectricAnisotropyofWood,

WoodResearch,No.52,31(1952).

則元 京,山田 正 :木材の誘電特性Ⅵ,木材の化

学成分の誘電特性と木材の誘電異方性

本報文では,木材の誘電異方性を明らかにするた

めに,木材の化学成分の誘電特性について論じられ

ているoセルロースおよびマンナンでは, 1つの温

度分散が観測される｡この分散はキシランでは存在

しないので,メチロール基の運動に基づくものと考

えられる｡一方,リグニンでは,2つの渦度分散が
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観測される｡高温側における分散は水-カルボニル

基コンプレックスの運動に,一方,低温側の分散は

メチロール基の運動によるものと考えられる｡木材

の繊維方向における誘電損率が最大となる温度はセ

ルロースのそれに一致し,繊維に直角方向における

それより高い｡この結果は,繊維方向における木材

の誘電緩和過程はセルロースのそれに,繊維に直角

方向のそれはリグニンのそれにかなり影響されるこ

とを示している｡ (木材物理部門)

T.AoKIand T.YAMADA:The Viscoelastic

Properties ofWood Used fortheMusical

lnstrllmentSI,WoodResearch,No.52,13

(1972).

青木 務,山田 正 :楽器用材の粘弾性的性質 Ⅰ

複合振動子法と振動リード法を用いて,楽器用材

と他の種々の材についての動的粘弾性性質を測定し

た｡繊維に対して垂直方向で,2つの周波数分散が

観察され,低周波数側での分散は構造の比較的大き

なセグメントの動きによるものであり,高周波数側

での分散は木材実質の非晶領域での CH20H基の

動きによるものであろうと考えている｡動的損失の

比重依存性で,接線方向では比重とともに直線的に

増加したが,半径方向では比重が0.7以上で直線的

に増加せず飽和現象を示した｡楽器用材の動的弾性

率と動的損失はその他の材とくらべて織維方向で大

きな値を取り,損失正接はその他の材とくらべて小

さな値であった｡ (木材物理部門)

T.NoMURAandT.YAMADA:StructuralObser-

vationonWoodandBamboobyX-ray,Wood

Research,No.52,1(1972).

野村隆哉,山田 正 :木,竹材のⅩ繰回析

モウソウ竹およびアカマツを用い,植物組織の微

細構造をⅩ線法によってしらべた｡モウソウ竹のミ

セル懐角は外皮に近いところでは基部から先端部ま

であまり差はなかったが基部付近の外皮から内皮に

むかう部分では内側に行くにつれてミセル傾角は大

きくなる傾向がみられた｡ミセル幅は平均すると基

部で広く,以後漸減し,9節付近から先端までほほ

ほ一定値をとる｡ミセル長は,基部<中央部>先端

部というような傾向がみられた｡アカマツの胸高部

位でのR方向の各年輪における測定から, ミセル傾

角については,髄から10年輪附近までは急激に減少

するが,その後はほぼ一定値をとる｡平均 ミセル傾

角は早材部の方が晩材部より大であることがわかっ

た｡平均 ミセル傾角とミセル長の関係については,

ミセル長が増加すると平均 ミセル傾角は減少するこ

とが明らかになった｡また,繊維長とミセル長,級

維幅とミセル幅についても正の相関関係を予測しえ

た｡

(002)から求めた平均 ミセル憤角と(040)から求

めたそれとから直線関係が予測された｡

(木材物理部門)

大釜敏正,山田 正 :木材の多孔構造と緩和弾性率,

材料,20,1194(1971).

本研究では,木材を実質と空隙とからなる多孔体

とみなすことから,木材の粘弾性に及ぼす多孔構造

の寄与についての検討を試みた｡

木材をこのような多孔体と考えた場合,実質率 β

とみかけのヤング率 E との間には,木材実質のヤ

ング率を Es とすると,

logE-nlogO+logEs(n:形状指数と定義)

の関係が与えられ,木材の弾性-の各種細胞の形状,

分布, 膜厚などの多孔構造の寄与は上式の 0と n

の2因子によって評価できると考え,βを比重 βに

おきかえて形状指数について検討した｡まず,山井

のデータをもとにして木理角ならびに年輪傾角の形

状指数への依存性を解析して,定性的にその傾向を

検討し,主軸以外の方向では形状指数の値が大きい

ことを見出した｡つぎに,試片の繊維方向の長さ,

すなわち,厚さの効果とを検討するため,金谷等の

木口面における細胞形態の平面的な取扱いから求め

た計算値とブロック材の実験値とにみられた差を実

験的に解明した｡すなわち,比重0.4の与ノキを用

いてヤング率の厚さ依存性を実験的に検討してみる

と,その結果は金谷等による薄片のモデル解析に厚

みの効果を考えるとモデルは実験値とはば一致する

ことを見出した｡ついで,温湿度を厳密に規制し,

形態の効果の検討を行ないやすいと思われる1mm

厚の試料を用いて,静的緩和弾性率から形状指数を
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検討した｡それによると,半径方向で1.1,接線方

向で1.5の値をとり,これらには時間依存性がみら

山田 正 :木材の粘弾性変形と構造,木材誌,17,

37(1971).

構造特性が木材の粘弾性にどのような関連をもつ

かは,(1)巨視的,顕微鏡的構造 :主として多孔構

追,(2)微細構造 :ミクロフィグリル,結晶,非結

晶領域,(3)分子構造などの因子について検討しな

ければならないo(1)については,混合の指数別を

用い,(2)(3)については,偏光顕,電癖,Ⅹ線お

よび電子線回折,赤外および紫外分光分析,核磁気

共鳴吸収などの諸機器を用い,また,熱的特性,圧
電性, 誘電特性などの測定により研究が進められ

る｡したがって,木材の粘弾性変形と構造との関係

を実験的研究する方法は,一つは,試料に力学的な

刺激を与えながら,これらの構造解析機器によって

得られる応答や柳生の変化を調べる直接的なものと,

いま一つは,木材を種々な方法で処理して構造を変

化させ,それにともなう粘弾性現象の変化から推定

する間接的なものとに大別しうる｡これらの中の主

なものについての諸研究を筆者らの研究を含めて解

説した｡

M.SHIMADA,T.FUKUZUKA and T.HIGUCHl:

EsterLinkagesofp-CoumaricAcidin Bam-

booandGrassLignims,Tappi,54,72(1971)･

島田幹夫,福塚 哲,樋口隆昌 :タケおよびイネ科

草本リグニン中の クークマール酸エステル結合

タケおよび イネ科草本リグニンは p-クマール酸

エステルに相当する特徴的なpH-UV吸収曲線を示

した｡有機酸を含む緩衝液中でコニフェリールアル

コールを脱水素重合すると,その DHPに有機酸エ

ステルが生成することを兄いだした｡リグニンモデ

ル化合物,天然 および人工 リグニンをメタノリシ

ス,チオグリコール酸処理および水素化分解した実

験結果の解析により,大部分の p-クマ-ル酸は1)

ダニン分子の側鎖末端 γ一位に結合している ことを

提案したO (リグニン化学部門)

T･HIGUCHl:FormationandBiologicalDegra-

dationofLignins,AdvancesinEnzymo1.,34,

207(1971).

樋口隆昌 :リグニンの形成と生物学的分解

炭酸ガスからリグニンの形成,木化におけるシキ

ミ酸-ケイヒ酸経路の役割,コニフェリルアルコー

ルの2-6量体への脱水素縮合のし方,リグニンと

炭水化物の結合, スプルース1)グエソの構造モデ

ル,生体内におけるケイヒアルコール類からのリグ

ニンの形成, 木化に関与する酵素類, 木化の細胞

学, 木化の代謝制御, 木材中におけるリグニンの

生物学的分解,単離 リグニンの生物学的分解,リグ

ニン分解の中間生成物,リグニン分解生成物の生物

学的転換,リグニン脱重合の機構,木材腐朽菌によ

る芳香核開裂反応などについて最近の研究を総説し

たo (リグニン化学部門)

T･YAMASAKIandT･HIGUCHT.･p-Hydroxyphenyl

ComponentofGrassLignin, 木材誌,17,117

(1971).

山崎 徹,樋口隆昌 :イネ科植物リグニン中のヒ ド

ロキシフェニル核の存在様式

イネ科植物から得た MWLの メチル化物を過マ

ンガン酸カリウムで酸化分解し,分解生成物はさら

に過酸化水素で処理した｡分解生成物中のフェノー

ル酸はジアゾメタンでメチル化し,ガスクロマ トグ

ラフィーで分析した｡イネ科植物 1)グニソ分解生成

物中から,針 ･広葉樹リグニンからほ得られなかっ

た 2,3,2′-1､リメトキシ ビフェニール-5,5′-ジカル

ボン酸, 2,3-ジメトキシジ フェニール エーテル-

5,4′-ジカルボン酸および2,2′--)メトキシジフェニ

ールエーテル-5,4′-ジカルボン酸を検出し,その芳

香核構造の特徴を明らかにした｡

(リグニン化学部門)

T.HIGUCHl,K.OGINOandM.TANAHASHl:Effect

of Polysaccharides on Dehydropolymeriza-

tion ofConiferylAlcohol,Wood Research,

No.51,1(1971).

樋口隆昌,荻野桂作,棚橋光彦 ‥コニフェリルアル

コールの脱水素重合におよほす多糖類の影響
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ブナ-ミセルロースおよびペクチン酸の存在下で

調製したコニフエリルアルコールの脱 水素重合物

(DHP)の数平均分子量は, コントロールの DHP

の分子量に較べて幾分増大した｡しかしその分子量

は針葉樹 MWL の分子量の約半分にすぎなかっ

た｡DHPの分解生成物量, 官能基分析の結果は,

DHP と針葉樹 MWL で構成フェニル プロパン結

合様式が類似していることを示したが, DHPでは

フェノール性水酸基,アシドリシスによるバニリン,

コニフェリルアルデヒドの生成量が多く, 逆にα-

カルボニル基量は MWLに 多いことが明らかにな

った｡ (リグニン化学部門)

樋口隆昌 :細胞壁物質の生合成,植物生理学3,坐

長と運動,古谷,宮地,玖村編,朝倉書店p.32-77

(1971).

植物体中におけるヌクレオチ ドニリン酸糖の代謝,

セルp-スの生合成,-ミセルロースの生合成,1)

グニンの生合成などについて現在明らかにされてい

る機構について詳述した｡ (リグニン化学部門)

T.YosHIMOTO, S.HAYASHIand T.KISHIMA:

Arti点cialModificationsofBorderedPitsin

softwoods(1),WoodResearch,No.52,90

(1972).

吉本 伝,林 昭三,貴島恒夫 :針葉樹有縁膜孔の

人為的変化 (1)

スギとクロマツの辺材を用い,ペクチン質が主成

分と考えられる膜孔膜の トールスを水酸化ナ ト!)ウ

ム処理によって,細胞膜や膜孔縁に大きな形態学的

変化を与えることなく,選択的に溶解除去しうるか

について調べ,その際,乾燥およびFAA前処理の

水酸化ナ トリウム処理に対する影響について検討し

た｡その結果, トールスのペクチン質を溶解除去す

るには,0.125%程度の希薄な濃度でも充分に役立

鍾

つことを認めた｡水酸化ナ トリウムの濃度による反

応の差異については, 1%でも0.125%でも試料表

面近くにおけるトールスの溶解状態には著しい差異

は認められなかった｡乾燥方法の影響についても同

様であったが,一般的な傾向として,105oC で乾燥

した材が気乾材よりもわずかによく溶解した｡FAA

前処理については,クロマツとスギとで一致した結

果は得られなかったが,クロマツの場合には,比較

的顕著な影響,すなわち,水酸化ナ トリウム処理に

よる変化を抑制することが判った｡樹種問の差異に

ついても,顕著な差異は認められなかったが,クロ

マツがわずかにスギよりも溶解され易かった｡

(木材生物部門)

T.ITOH:OntheUltrastructure ofDormant

andActiveCambium ofConifers,Wood Re-

search,No.51,33(1971).

伊東隆夫 :針葉樹の休止期と活動期の形成層におけ

る超微構造

針葉樹の休止期と活動期 における形成層 につい

て,グルタールアルデヒドー四酸化オスミウムで固

定後,電子顕微鏡で観察し,超微構造レベルで比較

した ｡

休止期にみられる特徴は次のとおりであった｡1.

細胞内小器官は細胞質中に密にかつ一様に分布す

る｡2.多くの液胞が存在し, それらはいずれも小

さい｡ 3.小胞状の滑面小胞体に富むがときには粗

面の小胞体も見られる｡4.アメーバ状の プラスチ

ドは滅多に見られない｡ 5.デンプン粒や脂質小満

のような貯蔵物質は比較的豊富である｡

活動期は次のように特徴づけられた｡ 1.細胞質

は細胞の周囲に局在する｡ 2.細胞質を大きな液胞

が占める｡3.多数の粗面小胞体が存在する｡4.ア

メーバ状のプラスチ ドが頻繁に見られる｡ 5.デン

プン粒や脂質小滴は少ない｡ (木材生物部門)
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